
『
孫
子
』
残
簡
発
掘
の
意
義

　
　
　

　
　
｝

　
　
く

　
一
九
七
二
年
一
月
置
ら
四
月
に
か
け
て
長
沙
藩
王
堆
が
発
掘
さ

れ
、
塾
し
い
埋
葬
品
と
と
も
に
二
千
犀
を
経
た
婦
人
の
死
体
が
腐

乱
せ
ず
に
発
晃
さ
れ
だ
こ
ど
は
我
々
の
記
憶
に
新
し
い
。
考
讃
の

結
果
こ
の
墓
は
西
出
時
代
に
在
位
し
た
と
い
わ
れ
る
軟
侯
の
夫
人

の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
最
近
日
本
の
新
聞
で
竜
報
じ
ら
れ
た

如
く
、
山
東
省
の
臨
誓
い
う
所
で
も
墓
が
発
掘
さ
れ
、
誰
の
も

の
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
同
じ
ぐ
西
漢
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ

だ
。
こ
の
臨
折
の
発
掘
も
同
じ
一
九
七
二
妊
四
月
に
行
な
わ
れ
た

ら
し
い
が
、
資
料
の
整
理
そ
の
他
で
発
表
が
遅
れ
た
ら
し
い
。
こ

の
墓
か
ら
は
半
両
輪
と
三
面
銭
が
発
見
さ
れ
た
が
三
鉄
血
と
い
う

の
は
「
漢
書
・
武
蔵
犀
に
よ
れ
ば
、
建
元
歪
（
C
O
R
毎
）
に
始

め
て
作
ら
れ
同
霊
（
C
6
・
5
8
4
）
に
は
停
止
さ
れ
て
い
ゑ
で
、
こ

の
藻
早
け
れ
ば
留
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
り
。

さ
ら
に
こ
の
羨
ち
は
武
帝
の
元
気
元
餐
R
℃
囎
）
’
に
作
ら
れ
た

と
い
わ
れ
る
五
鉄
銭
が
出
て
こ
な
い
所
か
ら
考
え
る
な
ら
遅
く
と

も
器
窒
で
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
以
上
「
文
物
」
に
基

づ
ぐ
）
こ
の
よ
う
に
㏄
留
以
上
も
前
の
も
の
が
今
日
に
あ
・
て

発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
考
古
学
的
な
興
味
以
外
に
も
、

清
　
　
宮

剛
（
文
学
部
助
手
）

我
々
中
国
思
想
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
が
あ
る
。

馬
王
堆
と
臨
沸
墓
の
比
較
に
よ
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
副
葬
品
以

外
に
臨
所
墓
か
ら
は
多
数
の
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
ρ

も
ち
ろ
ん
親
王
堆
か
ら
発
見
さ
れ
た
鶏
画
や
中
棺
は
当
面
の
文
化

を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
発
見
さ

’
れ
た
竹
簡
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
繁
で
の
中
国
の
発
掘
に
よ

づ
て
発
見
さ
れ
た
竹
簡
の
重
要
な
屯
の
は
一
九
五
九
佃
の
虚
血
省

の
東
漢
墓
か
ら
の
「
儀
礼
」
と
一
九
七
二
雄
十
一
月
発
掘
の
武
威

早
灘
披
の
東
面
墓
か
ら
の
医
薬
簡
が
あ
る
だ
け
で
、
今
回
の
臨
…
折

の
よ
う
に
多
数
の
竹
簡
を
発
掘
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
こ
れ
ら
多
数
の
竹
簡
は
中
国
で
も
未
整
理
で
あ
り
、
我
々

が
題
ん
で
き
る
の
は
「
文
物
」
二
期
に
発
表
さ
れ
た
八
十
枚
の
写

真
の
み
で
あ
る
。
以
下
「
文
物
」
の
記
載
に
基
き
つ
つ
概
略
の
紹

介
と
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　

　
　
二

　
　
く

　
一
・
二
号
墓
の
竹
簡
総
数
は
四
千
九
百
枚
近
く
で
あ
り
、
現
在

整
理
さ
れ
た
の
は
そ
の
中
の
入
百
三
厄
十
枚
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら

一　6　一一一



は
以
下
の
三
つ
に
大
分
さ
れ
る
。

　
一
、
周
秦
諸
子

4。　ろ．　2，　G．55

山ハ

ﾋ
残
簡
五
十
一
㎜
幽
枚

孫
子
十
三
篇
残
簡
一
百
五
枚

尉
癬
撚
座
礁
耀
簡
三
十
六
枚

面
子
残
簡
十
枚

曼
子
残
簡
一
百
十
二
枚

墨
子
残
簡
一
枚
・
附
回
文
四
十
二
放

　
二
、
愚
書
叢
録
之
一

　
　
t
漢
元
光
　
葦
（
C
4
R
1
5
）
暦
譜
三
＋
．
二
放

　
　
乞
　
斉
孫
膿
兵
法
残
簡
二
百
三
十
二
枚

　
　
嵐
　
相
心
経
残
簡
十
一
枚

　
三
、
供
書
叢
録
熱
心

　
　
　
陰
陽
書
及
風
角
災
異
雑
占
残
簡

　
　
瓦
蕎
．
氏
陰
陽
書
駿
痛
心
＋
四
枚

　
　
2
．
　
風
角
占
残
簡
五
十
」
赦

　
嵐
∴
淡
異
香
残
簡
五
十
三
枚

　
　
4
、
雑
、
占
残
簡
八
十
二
枚

て
漁
協
φ
　
整
理
さ
れ
た
残
簡
を
概
観
し
て
廉
ず
注
意
す
べ
き
こ
と

球
や
兵
象
の
書
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
論
る
。
中
で
も
孫

子
逼
心
地
に
関
す
る
竹
簡
は
多
く
、
こ
れ
ま
で
学
会
で
疑
問
と
さ

れ
て
い
た
も
の
に
一
つ
の
解
決
を
与
え
る
も
の
が
あ
る
つ

　
さ
て
孫
子
に
関
し
て
の
古
い
記
事
は
「
隻
記
・
孫
闇
子
呉
起
列
伝
し

で
あ
る
◎

　
孫
子
武
者
斉
人
也
。
以
兵
法
見
於
呉
王
闘
盧
、
闘
鷹
賃
、
子
之

　
十
三
篇
誓
口
蚕
観
の
ム
矢
。
　
…
於
晶
晶
弊
誌
’
知
孫
子
能
～
用
丘
ハ
、
卒
’

　
以
為
将
、
西
破
彊
楚
入
郵
、
北
威
斉
晋
顕
名
諸
候
、
孫
子
与
有

　
力
焉
。
孫
武
既
死
、
後
百
三
歳
有
孫
臓
、
生
阿
郵
乏
間
、
膿
亦

　
孫
武
之
後
世
子
孫
也
。
孫
膿
嘗
与
寵
漏
学
兵
法
。
　
…

　
…
斉
将
田
忌
善
客
待
之
…
於
是
忌
進
孫
子
於
四
王
、

　
威
王
間
兵
塑
遂
以
為
師
。
　
…
孫
膿
以
病
名
顕
天
下
、
世
伝

　
其
兵
法
。

「
史
記
」
で
は
く
巷
間
軍
事
を
論
ず
る
者
は
み
な
孫
子
十
三
篇
を

云
々
し
、
霞
た
呉
起
の
兵
法
も
世
に
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
ヒ
だ
か

ら
こ
こ
に
は
そ
れ
を
論
じ
な
い
で
、
二
人
の
行
跡
と
施
行
設
計
の

事
蹟
を
論
じ
だ
。
V
と
司
馬
憾
み
ず
か
ら
が
最
後
に
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
兵
法
自
体
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
孫
武
が
呉
王
闇

廉
の
寵
姫
を
殺
し
て
用
兵
に
堪
能
な
こ
と
を
示
し
た
記
纂
、
さ
ら

に
孫
膿
が
へ
か
つ
て
同
学
で
あ
り
な
が
ら
罪
に
醸
し
入
れ
ら
れ
た

寵
漏
に
仇
を
反
す
話
な
ど
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
闇
題
は
こ
の
中
で
孫
武
が
岳
人
で
呉
王
室
麗
に
面
会
し
、

そ
の
際
闘
盧
が
〈
子
之
十
三
篇
吾
書
観
之
〉
と
い
う
記
事
と
、
窓

ら
に
孫
武
の
後
影
余
年
を
経
　
て
孫
膿
凹
と
い
う
孫
武
の
子
孫
が
い
た
－

と
い
う
記
事
が
一
緒
に
載
せ
ち
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
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よ
れ
ば
二
人
の
孫
子
が
実
在
し
た
之
と
に
な
る
。
孫
膿
も
又
〈
世

伝
其
兵
法
〉
と
あ
砂
著
名
な
兵
家
で
あ
ρ
だ
。

司
馬
遷
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
孫
子
十
三
篇
」
は
孫
武
の
自
著
で
あ

’
お
と
彼
は
理
解
し
て
犠
た
よ
う
で
あ
る
が
、
孫
膿
に
は
著
作
は
な

か
っ
た
の
か
、
孫
武
の
著
と
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、
こ

れ
ら
が
後
世
の
学
老
の
疑
間
を
呼
ぶ
所
で
あ
っ
た
。

　
　
「
漢
書
戸
刑
法
志
」
に
は
く
難
事
孫
武
・
蓋
世
孫
膿
・
本
有
呉

起
・
泰
有
商
量
・
皆
禽
敵
立
勝
。
垂
著
士
籍
〉
と
あ
り
同
「
芸
文

志
」
に
は
く
呉
孫
子
兵
法
八
十
二
篇
図
九
巻
．
斉
孫
子
馬
装
兵
法

八
＋
九
篇
図
四
巻
〉
と
あ
る
。
こ
こ
に
呉
・
斉
と
加
え
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
え
た
国
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
呉
に
仕
ん
だ
孫
武
に

は
八
十
二
巻
の
著
述
・
斉
に
仕
え
た
孫
購
燃
に
は
八
十
九
巻
の
燕
者
述

が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
「
史
記
」
に
十

三
篇
と
記
さ
れ
、
　
「
藩
邸
」
に
八
十
二
篇
と
記
さ
れ
て
い
る
事
実

を
我
々
は
ど
う
理
解
す
べ
き
な
の
か
、
こ
の
こ
と
に
費
ず
考
察
を

加
え
孫
膿
と
の
関
係
に
移
る
こ
と
に
し
ょ
め
Q

　
魏
の
曹
操
が
孫
子
の
注
を
初
め
て
作
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る

が
、
そ
の
序
文
を
嘘
ず
見
て
み
よ
う
。

　
吾
観
兵
書
戦
策
多
　
。
孫
武
所
著
深
　
。
孫
子
老
斉
人
也
、
名

　
武
備
員
王
闊
部
作
兵
法
一
十
三
篇
、
試
之
婦
人
卒
以
為
将
。
西

　
破
強
盛
入
側
、
北
颪
斉
晋
、
後
百
歳
絵
有
責
膿
、
是
武
之
後
也
、

　
審
計
重
挙
明
書
、
深
圖
不
可
相
誕
、
而
但
世
人
未
之
深
亮
訓
説
、

　
況
文
煩
懸
盤
世
者
、
失
其
旨
事
故
撰
為
略
解
焉
。

《
の
序
で
は
孫
武
が
耳
聞
の
た
め
に
十
董
篇
を
作
つ
，
た
ζ
と
、
さ
ら

に
そ
の
文
が
算
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
撰
し
て
略
解
を
作
う
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
八
十
二
篇
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な

い
。
こ
の
両
老
に
関
し
て
は
「
孫
子
叙
録
」
に
引
か
れ
る
次
の
意

見
が
あ
る
。

　
按
十
三
篇
之
外
又
有
闇
答
之
辮
、
見
於
諸
書
徴
引
写
、
蓋
武
未

　
豊
州
凶
作
十
三
篇
以
千
之
、
既
見
闇
間
相
興
閤
答
、
武
転
回
著

　
為
若
干
篇
、
皆
在
漢
志
八
十
二
篇
之
内
・

’
つ
綾
り
現
在
の
孫
子
十
一
二
砥
属
と
い
う
の
は
孫
武
が
至
悪
一
周
に
A
唱
う
渇
酬

に
作
っ
た
広
の
で
あ
り
、
闘
間
に
会
っ
て
か
ら
さ
ら
に
そ
の
間
答
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
収
め
た
も
の
が
臨
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
寮
わ
「
更
記
」
　
　

に
記
さ
れ
て
い
る
十
三
篇
は
会
見
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
　
「
漢
志
」

に
い
う
八
十
二
篇
は
面
会
の
後
に
作
ら
れ
た
篇
も
含
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
く
子
之
十
三
篇
ふ
吾
「
叢
観
之
〉
と
い

う
闘
聞
の
言
葉
と
も
符
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
孫
子
叙

録
」
は
十
三
篇
と
八
十
二
篇
に
関
し
て
「
孫
子
篇
巻
異
同
」
と
題

し
て
「
薩
代
志
」
「
唐
書
」
の
記
事
に
基
き
つ
つ
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
按
八
十
二
篇
者
其
一
為
十
三
篇
未
見
藩
閥
時
所
作
、
音
画
満
場
孫

　
子
兵
法
是
也
。
其
一
為
問
答
若
干
篇
、
藤
見
闊
聞
所
作
、
即
諸

　
傅
記
所
引
遺
文
是
也
。
　
一
輪
八
陣
圖
、
鄭
注
裏
話
引
之
是
也
。



　
一
隻
兵
法
雑
占
、
太
平
御
覧
鼻
嵐
是
也
。
外
盛
徳
樹
心
　
製
．
圏
、

　
戦
闘
六
甲
兵
、
三
見
隣
経
籍
志
。
叉
有
三
十
二
墨
経
、
見
唐
藝

　
文
志
。
按
意
志
虚
語
八
十
二
篇
而
心
志
於
十
三
篇
之
外
孫
有
数

　
種
、
可
知
其
具
在
八
十
二
篇
之
内
也
。

こ
こ
で
は
さ
ら
に
細
か
く
孫
子
の
著
作
を
述
べ
、
全
体
を
六
つ
に

分
類
し
て
治
り
、
前
の
二
つ
の
他
に
、
八
陣
圖
、
兵
法
雑
占
、
二
八

蜜
面
圓
、
戦
闘
六
甲
兵
、
三
十
二
墨
経
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
も
の
す
べ
て
が
「
漢
志
」
の
い
う
八
十
二
篇
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
指
摘
は
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
と
思

わ
れ
る
が
A
唯
こ
れ
ら
す
べ
て
を
孫
武
の
手
定
と
認
め
る
か
ど
う

か
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
闘
閥
と
の
会
見
以
前
に
作
ら
れ
た
と

い
う
十
三
篇
は
最
も
古
い
墾
の
と
し
て
孫
武
の
自
著
に
か
か
る
も

の
で
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
下
し
て
こ
の
十
三
篇
こ
そ
が

「
孫
．
子
し
の
重
要
か
つ
精
骸
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
残
り
は
こ

れ
ら
を
補
足
す
る
附
随
的
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

だ
か
ら
司
馬
遷
は
こ
の
十
三
篇
の
み
を
記
録
し
た
の
で
あ
砂
、
班

固
は
後
に
作
ら
れ
た
も
の
も
含
め
て
八
十
二
篇
を
録
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
発
掘
資
料
中
に
見
え
る
災
異
占
残
簡
、
雑
占
残
簡

が
、
も
し
「
孫
子
」
の
残
簡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
十
三
篇
以
外
も

す
で
に
武
塗
下
に
は
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
司
馬
遷
が

何
故
十
三
篇
の
み
を
記
述
し
．
た
の
か
は
疑
問
が
残
る
。
と
に
か
く

十
三
篇
以
外
は
除
々
に
亡
び
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る

い
は
魏
の
曹
操
が
「
略
解
」
を
作
る
際
に
こ
れ
ら
を
不
要
と
し
て

十
三
篇
だ
け
を
残
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
省
営
が
「
略
解
」
を
作
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
後
世
、
　
「
孫
子
」
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

疑
問
を
提
出
し
た
の
は
唐
の
朴
牧
で
彫
る
。
彼
は
「
母
川
文
集
巻

＋
」
に
「
注
孫
子
序
」
と
題
し
て
く
武
所
著
書
凡
数
ぞ
萬
言
、
曹

黒
谷
帝
三
冠
心
急
、
筆
不
精
切
、
凡
十
三
篇
成
立
．
巌
偏
V
と
述
べ

て
、
　
「
孫
子
」
十
三
篇
は
曹
操
の
擬
作
で
あ
る
と
し
た
ゆ
こ
れ
に

対
し
孫
星
術
は
く
蔵
置
以
為
武
所
薯
書
凡
数
十
萬
言
、
魏
武
削
其

繁
剰
、
其
精
切
凡
十
三
篇
、
案
瓦
全
叙
云
撲
為
暑
解
、
証
言
餅
盤

大
略
、
疑
烏
鳶
誤
偲
此
語
、
為
武
圏
谷
為
十
三
篇
V
（
「
孫
淵
如

詩
文
集
、
語
典
堂
集
、
孫
子
略
解
序
」
）
と
の
べ
て
、
朴
牧
が
曹
．

操
の
語
を
誤
解
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
朴
牧
を
非
と
し
た
。
後

に
述
べ
る
よ
う
に
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
寝
室
と
「
孫
子
」
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
孫
武
の
子
孫
と

さ
れ
る
血
膿
の
書
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て

少
し
述
べ
て
み
ょ
う
。

　
　
　　
6

　
「
藻
志
」
で
は
孫
膿
兵
法
八
十
九
篇
図
を
著
録
し
て
い
る
が
、

「
隣
書
経
籍
志
」
に
は
そ
の
著
録
が
な
い
。
さ
ら
舵
曹
操
ぱ
「
孫

子
」
の
注
を
作
っ
た
が
、
孫
臓
に
関
し
て
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
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い
。
そ
こ
で
王
…
世
貞
は
「
孫
子
批
釈
」
の
序
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

．
按
孫
武
事
呉
、
左
伝
不
載
、
愛
記
列
伝
称
、
武
為
膿
工
程
、
膿

　，

V
兵
法
伝
於
後
世
云
則
是
書
誌
得
於
膿
、
豊
本
於
武
者
歎
、

つ
ま
り
現
在
の
「
孫
子
」
書
は
孫
武
の
も
の
を
本
と
し
て
大
部
分

ぱ
孫
膿
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
孫
臓
兵

法
八
十
九
篇
の
実
在
が
疑
わ
し
い
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
な
意
見

で
あ
る
。
さ
ら
に
王
世
貞
は
忠
武
自
身
の
存
在
を
も
疑
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
孫
子
」
の
作
者
は
一
入
か
二

人
か
、
さ
ら
に
孫
子
は
実
在
し
た
の
か
現
在
の
「
孫
子
」
は
著
作

で
は
な
い
の
か
、
等
々
の
意
見
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
今
回
の
銀
鷺
山
の
発
掘
は
か
な
り
の

解
決
を
与
え
る
庵
の
が
あ
る
。
震
ず
第
一
に
こ
の
墓
か
ら
は
「
孫

子
兵
法
し
と
「
孫
膿
兵
法
」
の
二
種
類
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
挙

げ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
少
く
と
も
西
漢
期
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
二
種
類
の
兵
書
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
さ
ら

に
孫
武
ポ
孫
膿
の
二
人
と
も
実
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
ほ
ぼ
訂

明
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
王
世
貞
の
説
は
否
定
さ
れ
ざ
る
を

得
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
孫
子
」
十
三
篇
は
鼻
下
に
よ
っ
て

霧
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
新
聞
が
大
き
く
取

り
上
げ
た
く
孫
子
は
二
人
い
だ
V
と
い
う
記
專
は
こ
れ
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
発
掘
さ
れ
た
「
孫
子
」
十
三
篇
は
現
在
の

「
宋
本
十
一
家
注
孫
子
」
と
伊
里
が
す
べ
て
合
致
す
る
と
い
う
。

と
す
れ
ば
西
漢
に
は
す
で
に
現
在
と
同
じ
「
孫
子
」
が
あ
う
た
は

ず
で
あ
る
か
ら
、
朴
牧
の
よ
う
に
早
漏
の
擬
作
で
あ
る
と
す
る
説

も
否
定
さ
れ
る
。
孫
星
術
の
非
難
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
で

訂
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
発
掘
は
今
ま
で
の
学
界
の

疑
問
に
一
つ
の
解
決
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
竹
簡
に

記
さ
れ
て
い
る
文
字
か
ら
現
行
本
の
誤
り
を
正
す
る
も
の
も
あ
る
。

「
史
記
」
で
は
孫
農
と
寵
滑
の
馬
陵
で
の
戦
い
に
つ
い
て
〈
寵
自

知
智
窮
十
二
、
乃
自
到
日
〉
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
記

事
を
「
戦
国
策
」
で
は
〈
禽
寵
滑
〉
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
史

記
」
で
は
縮
漏
は
自
殺
し
た
こ
と
に
な
り
、
「
戦
国
策
」
．
で
は
禽

に
さ
れ
た
と
し
て
澄
り
意
味
が
幾
分
異
っ
て
く
る
。
こ
の
箇
所
を

竹
簡
で
は
正
に
く
禽
麗
滑
V
の
言
が
あ
り
、
　
「
史
記
し
が
恐
ら
ぐ

誤
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
虚
実
篇
』
申
の

　
　
　
　
　

〈
出
其
所
不
趨
、
趨
其
所
不
意
〉
の
文
に
対
し
竹
簡
に
は
〈
出
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

所
望
0
0
＞
の
語
が
あ
る
。
宋
本
明
刊
本
竜
す
べ
て
八
不
興
V
π

謡
う
て
い
る
が
竹
簡
を
信
ず
れ
ば
〈
轡
型
所
必
趨
〉
と
作
る
べ
齢

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
前
の
文
の
く
安
能
動
之
V

の
注
を
見
る
と
曹
操
は
く
攻
其
所
必
愛
、
咄
其
所
必
趨
V
と
い
い
、

季
釜
は
〈
出
其
所
鰹
節
、
撃
其
所
不
意
〉
と
い
っ
で
い
る
所
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

考
え
る
な
ら
、
魏
武
唐
の
人
の
基
づ
い
た
本
は
ハ
撃
力
V
と
な
っ
て

い
疫
の
で
あ
ろ
う
。
斗
星
術
は
す
で
に
こ
の
点
を
校
定
し
て
い
る

が
、
こ
の
竹
簡
が
出
て
そ
れ
が
い
よ
い
よ
は
っ
き
リ
レ
た
の
で
あ
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る
。
以
上
の
二
点
は
す
で
に
中
国
の
学
者
で
あ
る
早
早
や
羅
福
麟

の
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
と
に
か
ぐ
現
在
の
竹
簡
の
整

理
が
四
千
九
百
枚
申
の
八
百
三
十
枚
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
他

に
も
今
ま
で
の
誤
ま
り
を
正
す
も
の
が
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
前
の
分
類
の
三
に
属
し
る
風
角
・
災
異
・
雑
占
の
残
簡
が

数
の
上
か
ら
行
く
と
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

跨
｛
谷
が
ど
う
い
う
蚤
の
な
の
か
、
竹
簡
…
が
紹
脚
介
さ
れ
な
い
黒
し
山
推

測
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
も
羅
黒
馬
の
予
想
の
如
ぐ
、
か
つ
て
曹

操
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
「
孫
子
」
の
繁
剰
な
部
分
で
あ
っ
た
の
か

亀
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
こ
れ
ら
の
竹
簡
の
性
質
内
容
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
「
孫
子
」
研
究
に
大
き
な
役
割
り

を
果
た
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
現
在
溢
で
久
し
く
目
に
触
れ
な
か
っ
た
「
孫
膿
兵
法
書
」

が
残
簡
な
が
ら
、
こ
こ
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
孫
武
と
孫

膿
の
兵
法
の
ど
こ
が
違
う
の
か
を
断
片
的
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
に
は
残
簡
の
す
べ
て
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
の
で
、
　
「
文
物
」
に
載
せ
ら
れ
る
詐
聴
の
意
見
を
引
用
し
て
聞

こ
う
。

　
嘘
ず
第
一
は
「
孫
子
」
に
比
し
て
「
孫
膿
兵
法
」
が
篇
数
か
ら

言
っ
て
よ
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
◎

「
五
罪
篇
し
で
は
残
簡
で
は
く
二
百
五
十
国
字
V
と
記
し
て
い
る

が
、
今
残
っ
て
い
る
の
は
僅
か
に
九
十
五
字
で
あ
り
約
半
分
で
あ

る
。
響
く
四
百
六
字
V
と
記
し
な
が
ら
僅
か
に
十
字
し
か
残
っ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。
又
篇
’
名
は
あ
る
が
、
簡
の
早
う
て
い
な
い

屯
の
も
あ
る
。
し
か
し
全
体
よ
り
考
え
れ
ば
「
孫
子
」
よ
り
多
い

こ
と
は
開
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
「
咳
止
兵
法
」
が
一
体
何
巻
あ

っ
て
何
字
あ
っ
た
の
か
は
よ
り
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
は
「
孫
膿
兵
法
」
が
戦
術
の
論
述
の
上
で
か
な
珍
の
特

色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
竹
簡
の
中
に
は
く
知
兵
V
〈
達
道
V

〈
立
春
〉
な
ど
の
こ
と
ば
が
み
え
る
が
、
彼
が
戦
争
勝
敗
の
決
定

要
素
を
単
に
戦
術
問
題
だ
け
で
な
ぐ
、
さ
ら
に
重
要
な
馬
素
が
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

以
上
は
要
約
の
引
用
で
あ
る
が
、
竹
簡
の
綿
密
な
整
理
と
検
討
が

な
さ
れ
れ
ば
、
　
「
孫
膿
兵
法
」
の
特
色
は
と
り
明
確
に
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。

　
最
後
に
こ
の
墓
の
主
人
公
が
ど
ん
な
人
で
あ
っ
た
の
か
が
興
味

の
持
た
れ
る
所
で
あ
る
。
日
本
で
も
貝
塚
茂
樹
氏
が
朝
日
新
聞
で

そ
れ
な
わ
の
判
断
を
下
し
て
誇
ら
れ
た
が
、
と
に
か
く
墓
の
主
人

公
が
兵
法
に
．
か
な
り
の
興
味
を
示
し
、
か
つ
そ
の
兵
書
を
大
事
に

し
た
人
だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
羅
福
餌
は
、
こ
の
墓

か
ら
武
器
が
一
つ
も
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
こ
の
主

人
が
武
人
で
は
な
く
謀
士
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し

謀
士
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
屯
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
．

う
。
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か
ぐ
し
て
長
い
間
議
論
の
続
げ
ら
れ
た
「
孫
子
」
「
孫
臓
」
に

関
し
て
、
そ
の
論
議
の
終
止
符
は
一
応
打
た
れ
た
。
そ
れ
な
り
の

新
し
い
観
点
か
ら
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
発
掘
の
一
つ

の
成
果
は
出
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
清

朝
考
鐙
学
者
以
来
の
意
見
の
是
非
に
も
決
定
が
下
さ
れ
た
訳
で
あ

る
が
、
．
こ
れ
ら
の
意
見
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
そ
あ
ま
ま
学
者
の
，
態
度
、
功
績
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
d
と
い
ヶ
ご
と
も
我
々
は
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
軽
々
し
い

臆
測
に
よ
っ
て
仮
説
を
立
て
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
客
観
的
な
思
考
と
綿
密
な
資
料
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
結

論
で
さ
え
も
、
時
に
は
発
掘
に
よ
っ
て
鐵
さ
れ
た
一
つ
の
資
料
に

よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
真
摯
な
態
度
が

い
か
に
今
寳
で
学
会
に
一
つ
の
結
論
を
与
え
て
き
た
こ
と
か
。

又
逆
に
発
掘
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
い
か
に
正
し
い
点
が
多
か

っ
た
か
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
時
と
し
て

は
発
掘
さ
れ
た
．
資
料
が
古
い
か
ら
と
い
．
つ
て
、
，
そ
の
ま
ま
信
ず
べ

き
で
は
な
い
ご
と
も
あ
ろ
か
。
我
々
は
発
掘
さ
れ
た
資
料
に
対
し

て
ざ
ら
に
考
察
を
加
え
、
是
非
の
判
断
を
下
す
べ
き
で
あ
ろ
う
こ

と
を
最
後
に
つ
け
加
え
て
細
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
＋
九
奪
五
月
三
＋
日
稿
）
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